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下水道事業の持続的な実施に向けた課題 

■下水道管理者として取り組むべき課題 

経営の効率化 健全な施設の維持 管理体制の強化 

■下水道インフラの課題と将来の危機 

①災害に対するリスク  
  の増大（地震、水害） 
②施設の老朽化の進行 
③人口減少・水需要減少に 
   伴う使用料収入の減少 
④ベテランの大量退職で    
   管理体制が脆弱化 

○使用料の大幅引上げ
の可能性大 

 

○事業運営自体が立ち
ゆかなくなる可能性も 

下水道なしでは地域 
社会の維持が困難 

人口流出の懸念 

１ 

・都市の健全な発達 
・公衆衛生の向上 
・公共用水域の水質保全 

下水道の役割 

・下水の普及が進む一方で、設備
が老朽化 

・人口減少や汚水量減少等による
収入減（経営が厳しい状況） 

現状 
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京都府流域下水道事業の地方公営企業法の適用 

○総務省からの要請も踏まえ、京都府流域下水道事業においても、平成31年4月か
ら公営企業法を適用し、公営企業会計を導入。（全部適用・管理者非設置） 

○令和２年度中に経営戦略を策定し、持続的・効率的な下水道事業を目指す。 

＜京都府流域下水道事業の地方公営企業法の適用の概要＞ 
 ○適用日： 平成３１年４月１日 
 ○適用方法： 全部適用・管理者非設置 
    ・条例に基づき公営企業を設置 
    ・公営企業会計を導入（新たな特別会計を設置） 
    ・職員の身分が公営企業職員に移行 
    ・知事が管理者を兼任 
       ※公営3事業（水道、工業水道、電気）と同様の形態 
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経営戦略策定の流れ 

○令和２年度末までに、設備投資と財政の観点から経営戦略を策定 

○策定後も具体的事業展開を行いながら、随時、検証・見直しを実施 

 

 
  

経営戦略の策定 
 

 現状の把握・分析と流入下水量等の将来予測 
  

 

 投資と財源を試算 
  

 

 経営戦略を策定 
  ○経営方針 
  ○投資・財政計画 
              

 

 施設の維持水準の設定 

 収支ギャップ解消のための取組み 
 

 

 経営戦略に基づく検証・見直し  
 を行いながら事業を展開 

              

 

 議論すべき事項（イメージ） 

 下水道事業をめぐる主要な課題に対する 
 対応について議論 
 
  ・人口減少、開発動向を踏まえた流入 
   下水量等の予測と妥当性、新規整備        
   の必要性 
  ・増加する浸水被害への対策 

  ・目標使用年数の検討及び施設の維持 
   水準、優先度、耐震化対策も含めた 
   施設更新 

  ・持続的事業経営のための取組み 
  (新技術導入、規模見直し、事業間連携) 

  ・職員の減少と技術承継 

                       など  
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